
『
太
平
記
理
尽
鐵
』

－
－
－
一
夫
平
記
二

の
こ
と
な
ど

研
究
史
の
一
章

加

美
　
　
　
　
宏

　
中
世
末
期
の
十
六
世
紀
後
半
か
ら
近
世
初
頭
の
十
七
世
紀
前
半
は
、
『
太
平

記
』
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
と
、
そ
の
広
範
た
流
布
を
背
景
と
し
て
、
『
太

平
記
賢
愚
抄
』
『
太
平
記
抄
』
と
い
う
二
っ
の
本
格
的
な
注
釈
書
が
相
次
い
で

著
作
・
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
『
太
平
記
』
研
究
史
上
、
画
期
的
な
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

を
持
っ
時
期
で
あ
る
こ
と
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
旧
稿
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
二
っ
の
注
釈
書
は
、
と
く
に
『
太
平
記
』
が
好
ん
で
引
く
と
こ
ろ
の
漢

語
や
漢
土
の
故
事
・
説
話
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
の
博
捜
や
考
証
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
注
釈
そ
の
も
の
の
学
問
的
な
追
求
の
ほ
か
に
、

『
太
平
記
』
の
序
章
や
名
称
の
問
題
に
ふ
れ
る
捗
で
、
と
も
に
『
太
平
記
』
の

本
質
と
い
う
べ
き
も
の
を
把
握
・
規
定
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
み
せ
て
い
る
点

　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
抄
』
の
こ
と
な
ど

が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
＠

　
ま
ず
『
賢
愚
抄
』
で
あ
る
が
、
そ
の
著
者
乾
三
は
、
『
太
平
記
』
序
の
注
解

の
後
に
、
「
謹
按
ス
ル
ニ
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
「
太
平
記
ハ
是
君
主
ノ
明

暗
・
臣
下
ノ
善
悪
ヲ
録
ス
、
蓋
シ
後
代
ノ
亀
鏡
ニ
ナ
サ
シ
メ
ソ
為
也
」
と
『
太

平
記
』
の
本
質
を
明
確
に
規
定
し
、
「
君
臣
タ
ル
者
豊
此
書
ヲ
読
サ
ル
ヘ
ケ
ソ

ヤ
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
『
太
平
記
』
は
四
十
巻
の
大
冊
で
あ
る
が
、
そ
の
「
大

綱
」
は
、
わ
ず
か
数
行
の
「
序
」
に
１
「
薬
然
ト
シ
テ
」
提
示
さ
れ
て
い
る
と
説

き
、
『
太
平
記
』
の
制
作
目
的
は
、
「
元
亨
建
武
ノ
治
乱
ヲ
監
テ
、
後
代
君
臣
タ

ル
人
、
私
欲
ヲ
忘
レ
テ
万
民
ヲ
撫
育
シ
、
国
家
ヲ
安
泰
二
成
シ
メ
ソ
為
」
で
あ

る
か
ら
、
と
く
に
「
序
」
の
中
の
「
前
聖
慎
而
得
垂
法
於
将
来
也
、
後
昆
顧
而

不
取
誠
於
既
往
乎
」
と
い
う
両
句
こ
そ
「
此
序
ノ
面
目
、
此
書
之
大
綱
也
」
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
、
『
太
平
記
』
全
巻
の
「
大
綱
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
抄
』
の
こ
と
た
ど

「
序
」
に
明
確
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ｏ
、
『
太
平
記
』
の
本
質
は
、
南
北

朝
動
乱
期
に
お
け
る
君
臣
の
明
暗
・
善
悪
を
記
し
て
、
菱
代
の
人
々
に
君
臣
の

あ
り
方
を
示
す
歴
史
の
鏡
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

　
『
太
平
記
』
序
に
示
さ
れ
た
理
念
が
、
果
し
て
全
巻
に
貫
徹
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
ま
た
右
の
よ
う
た
儒
教
道
徳
的
な
と
ら
え
方
で
、
『
太
平
記
』
の
本
質

が
把
握
し
得
る
か
ど
う
か
、
議
論
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
少
く
と

も
、
初
め
て
序
文
の
思
想
を
『
太
平
記
』
を
貫
く
基
本
理
念
と
し
て
と
ら
え
よ

う
と
試
み
て
い
る
こ
と
、
『
太
平
記
』
の
重
要
な
側
面
を
抽
出
し
て
本
質
論
を

展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
次
ど
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
に
、
近
江
の
僧
乾
三
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
、
慶

長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
古
活
字
版
で
刊
行
さ
れ
た
『
賢
愚
抄
』
に
対
し
、
慶

長
十
五
年
（
ニ
ハ
一
〇
）
、
京
都
要
法
寺
の
学
僧
世
雄
房
日
性
に
よ
っ
て
著
述
・

刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
太
平
記
抄
』
の
場
合
は
、
『
太
平
記
』
序
の
注

釈
の
冒
頭
に
お
い
て
、
『
太
平
記
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
次
議

論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
太
平
ト
ハ
天
下
静
謹
ノ
語
ナ
リ
、
何
ト
テ
四
海
ノ
乱
逆
ナ
ル
事
ヲ
記
シ
テ
太
平
ト
ハ

　
云
ヘ
ル
ソ
ヤ
、
此
ハ
底
ノ
意
ハ
代
ノ
乱
ヲ
ソ
シ
タ
ル
義
ナ
リ
、
此
レ
ヲ
風
ス
ル
ト
云
ナ

　
リ
、
異
朝
二
そ
此
二
似
タ
ル
事
ア
リ
、
唐
ノ
玄
宗
帝
ノ
時
ハ
禄
山
カ
乱
ア
リ
テ
四
海
穏

　
ナ
ラ
ス
、
主
上
モ
蜀
ノ
国
へ
潜
幸
ア
ツ
テ
諸
人
ノ
歎
キ
深
カ
リ
ケ
レ
ト
モ
太
平
天
子
ナ

　
ト
詩
ニ
モ
作
レ
リ
、
是
モ
底
コ
・
回
ハ
譲
タ
ル
義
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

　
全
国
的
な
動
乱
の
記
述
に
終
始
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
作
品
に
、
な
ぜ

　
、
　
　
、『

太
平
記
』
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
明
治
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

史
学
者
荻
野
由
之
氏
が
、
『
太
平
記
』
の
五
大
不
思
議
の
筆
頭
に
挙
げ
て
い
る

よ
う
に
、
『
太
平
記
』
の
本
質
や
主
題
を
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
と
い
う

問
題
と
も
関
わ
る
、
『
太
平
記
』
研
究
の
一
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま

ざ
ま
た
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
定
説
を
得
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
『
太
平
記
妙
』
は
、
こ
う
し
た
『
太
平

記
』
研
究
の
重
要
課
題
を
最
初
に
提
起
し
、
そ
れ
に
一
っ
の
解
釈
を
提
示
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
『
太
平
記
抄
』
の
解
釈
は
、
乱
世
を
風
刺
し
、
遠
ま
わ
し
に
そ
し
る
た
め
に
、

あ
え
て
「
太
平
」
の
語
を
用
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
反
語
も
し
く
は
忌
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
た
書
名
説
と
し
て
、
近
代
に
お
い
て
も
坂
井
衡
平
氏
や
後
藤
丹
治
氏
ら
に
支

持
さ
れ
、
現
在
も
一
っ
の
解
釈
説
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二

　
右
に
み
た
よ
う
に
、
中
世
末
～
近
世
初
に
あ
ら
わ
れ
た
『
太
平
記
』
の
両
注

釈
書
が
、
単
に
要
語
・
難
語
句
の
注
解
に
止
ま
ら
ず
、
序
章
や
名
義
の
解
釈
と

い
う
形
で
、
『
太
平
記
』
の
本
質
論
に
及
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
期
の
注
釈
家

が
、
枝
葉
ば
か
り
で
た
く
、
根
幹
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
も
っ
て
『
太

平
記
』
と
対
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
注



釈
書
ぱ
か
り
で
な
く
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
流
布
し
は
じ
め
た
と
思
わ
れ
る
『
太
平

記
』
の
評
判
書
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
珍
』
に
も
認
め
る
二
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
＠

　
『
理
尽
抄
』
は
巻
第
一
の
冒
頭
に
「
名
義
井
来
由
」
と
い
う
一
項
を
掲
げ
て
、

『
太
平
記
』
の
書
名
・
成
立
・
作
者
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
、
名
義
に
関
す
る
伝
承
や
、
そ
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

『
太
平
記
』
の
書
名
は
、
『
安
危
来
由
記
』
『
国
家
治
乱
記
』
『
国
家
太
平
記
三

『
天
下
太
平
記
』
と
、
四
度
の
変
改
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
の
由

来
に
ー
っ
き
、
例
え
ぱ
、
「
初
云
、
安
危
来
由
記
ト
、
心
ハ
約
序
語
也
、
一
部
ノ

都
合
、
皆
安
危
来
由
ヲ
記
ツ
テ
、
後
昆
ノ
誠
ト
ス
、
是
故
二
謂
也
」
と
い
っ
た

よ
う
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
番
目
の
『
国
家
太
平
記
』
の
箇
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
プ
キ

で
は
、
「
太
平
ト
云
事
ハ
、
当
時
ノ
祝
也
、
南
朝
ノ
正
平
ノ
作
者
、
如
■
是
称

ス
」
と
述
べ
、
四
番
目
ノ
『
天
下
太
平
記
』
に
つ
い
て
は
、
「
応
安
戊
申
、
細

川
武
蔵
入
道
常
久
申
ス
、
此
書
ノ
号
、
捨
二
南
朝
之
治
乱
等
号
一
、
当
代
ヲ
賀
ツ

奉
ラ
ソ
ニ
於
テ
ハ
、
何
謂
二
国
家
一
哉
、
同
ハ
天
下
太
平
ト
コ
ソ
有
ラ
マ
ホ
ツ
ケ

レ
ト
申
サ
レ
シ
ヨ
リ
、
時
ノ
学
才
ノ
人
等
、
号
二
天
下
太
平
記
一
也
」
と
記
し
て

い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
『
太
平
記
抄
』
と
は
異
な
り
、
「
太
平
」
の
語
は
、
「
当
時
ノ
祝
」

で
あ
り
、
「
当
代
ヲ
賀
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
本
釆
の
語
義
に
即
し
た

解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
『
太
平
記
』
は
、
天
下
の
太
平
な
る
こ
と
を
祝
賀
し

　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
紗
』
の
こ
と
な
ど

て
名
付
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
『
理
尺
抄
』
が
こ
う
し
た
書
名
の
解
釈
説
を
提
出
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら

く
『
大
平
記
』
作
者
の
一
人
で
南
朝
方
に
属
し
て
い
た
者
が
、
正
平
年
中
（
一

三
四
六
～
六
九
）
に
、
『
国
家
太
平
記
』
と
名
付
げ
た
の
を
、
細
川
常
久
（
頼

之
）
が
、
応
安
元
年
（
二
二
六
八
）
に
、
「
国
家
」
で
は
南
朝
の
国
家
に
ひ
き

っ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
き
ら
い
、
広
く
天
下
の
太
平
を
賀
し
て
『
天
下
太
平
記
』

と
命
名
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
太
平
記
』
の
巻
末
を
見
る
と
、
右
の
応
安
元
年
の
前
年
に
あ
た
る
貞
治
六

年
（
二
二
六
七
）
に
、
細
川
頼
之
が
執
事
職
に
－
っ
き
、
幼
い
三
代
将
軍
義
満
を

よ
く
補
佐
し
た
の
で
、
同
族
は
も
ち
ろ
ん
外
様
の
者
ま
で
、
み
次
心
服
し
て
、

「
中
夏
無
為
ノ
代
二
成
テ
、
日
出
カ
リ
シ
事
共
也
」
と
、
大
平
の
代
を
寿
い
で

結
ぱ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
び
を
重
視
す
れ
ぱ
、
『
理
尽
抄
』
の
説
よ
う
に
、
『
太

平
記
』
の
書
名
が
、
頼
之
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
貞
和
末
年
か
ら
応
安
年

問
に
お
げ
る
天
下
の
太
平
を
祝
賀
し
て
名
付
げ
ら
れ
た
と
す
る
見
方
も
成
り
立

つ
わ
げ
で
あ
る
。

　
こ
の
『
理
尽
抄
』
の
太
平
祝
賀
説
は
、
菅
政
友
氏
の
「
此
書
右
馬
頭
頼
之
ヲ

武
蔵
守
二
補
任
シ
テ
執
事
職
ヲ
司
ル
ト
イ
ヘ
ル
段
ニ
テ
筆
ヲ
ト
ド
メ
タ
リ
、

（
中
略
）
其
前
後
近
畿
ノ
地
ニ
ハ
戦
争
モ
絶
エ
タ
リ
シ
カ
バ
、
書
名
ノ
太
平
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ソ
レ
等
ニ
ョ
レ
ル
ニ
ヤ
」
と
い
う
意
見
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
代
に
お
い

て
も
支
持
者
の
少
な
く
な
い
有
力
な
書
名
説
の
一
っ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
二



　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
抄
』
の
こ
と
な
ど

だ
し
現
在
で
は
、
当
時
の
歴
史
的
状
況
か
ら
見
て
も
、
『
太
平
記
』
の
全
体
的

内
容
か
ら
判
断
し
て
も
、
寿
ぐ
べ
き
太
平
が
存
在
し
た
と
考
え
る
老
は
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
名
義
の
問
題
ぱ
か
り
で
な
く
、
「
序
」
の
解
説
に
お
い
て
も
、
『
理

尽
鐵
』
は
、
『
太
平
記
』
の
本
質
把
握
に
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
『
理
尽

鐵
』
は
、
ま
ず
「
夫
太
平
記
ハ
、
異
国
本
朝
往
昔
ノ
是
非
ヲ
顕
シ
テ
、
後
昆
ノ

誠
ト
セ
リ
」
と
、
『
太
平
記
』
の
犬
綱
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
「
文
ヲ
専
ト
シ

テ
道
ヲ
行
ヒ
身
ヲ
脩
ソ
ト
、
人
皆
嗜
シ
」
上
代
で
さ
え
、
「
道
ノ
道
ナ
ル
ハ
稀

二
、
無
道
ノ
者
ハ
多
シ
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
「
此
比
ノ
人
ハ
、

文
ノ
名
ヲ
モ
不
レ
知
、
況
ヤ
邪
正
ヲ
弁
ヘ
ソ
ヲ
ヤ
、
国
ヲ
領
ス
ル
ノ
人
、
如
！
是

何
ゾ
イ
ヤ
シ
キ
ヤ
」
と
し
た
上
で
、

　
　
此
等
二
道
ヲ
知
ラ
セ
ソ
カ
為
、
事
ヲ
狂
言
縛
語
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
テ
、
異
国
太
朝
ノ
物
語

　
ヲ
朽
木
書
シ
、
百
歳
ノ
童
蒙
ヲ
シ
テ
、
ヲ
カ
シ
キ
事
、
面
白
キ
事
ニ
セ
サ
セ
テ
、
其
善

　
悪
ヲ
評
判
シ
、
大
海
ノ
一
滴
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
テ
、
物
ノ
意
ヲ
教
ヘ
タ
ラ
ソ
ハ
、
九
牛
ガ
一

　
毛
ホ
ド
モ
、
無
道
ヲ
止
ル
事
モ
ヤ
ト
計
也
。
其
千
万
ノ
思
ヲ
百
十
余
字
二
暢
タ
ル
也
、

　
一
部
ノ
心
皆
序
ニ
ア
リ
、
可
レ
見
也
、

と
述
べ
て
い
る
。

　
『
太
平
記
』
と
い
う
作
品
が
、
異
国
本
朝
の
物
語
を
記
し
て
、
そ
の
是
非
・

善
悪
を
明
ら
か
に
し
、
読
老
に
「
三
綱
五
常
」
の
道
を
知
ら
し
め
、
い
さ
さ
か

で
も
無
道
の
止
む
こ
と
を
願
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
『
理
尽
鐵
』

の
見
解
は
、
前
述
し
た
『
賢
愚
抄
』
の
儒
教
道
徳
的
た
と
ら
え
方
を
出
る
も
の

一
四

で
は
あ
る
ま
い
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『
太
平
記
』
が
、
そ
う
し
た
道
徳
的

な
目
的
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
表
現
す
る
に
際
し
て
は
、
「
事
ヲ
狂
言
緯

語
ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
テ
」
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
童
蒙
」
に
と
っ
て
、
お
か
し

く
、
お
も
し
ろ
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
換
言
す
れ
ぱ
、
『
太
平
記
』
が
一
箇
の
文
芸
的
な

作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
た
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
理
尽
鐵
』
が

『
太
平
記
』
を
政
道
や
兵
法
の
面
か
ら
批
判
・
論
評
す
る
と
同
時
に
、
『
太
平

記
』
に
載
っ
て
い
な
い
異
伝
・
裏
話
の
類
を
多
く
か
か
げ
て
、
「
童
蒙
」
に
も

興
味
を
そ
そ
る
『
太
平
記
』
外
伝
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
独
自
の
世
界
を
移
成
し
て

い
る
こ
と
と
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
太
平
記
』

を
歴
史
書
・
軍
忠
録
・
兵
法
書
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
多
か
っ
た
、
こ
の
時

代
に
お
い
て
、
そ
の
文
芸
的
た
側
面
を
明
瞭
に
う
ち
出
し
て
い
る
の
は
、
注
目

に
値
す
る
『
太
平
記
』
観
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
理
尽
鐵
』
の
『
太
平
記
』
序
に
対
す
る
注
釈
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ

し
た
い
の
は
、
「
其
善
悪
ヲ
評
判
シ
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
其
」

と
は
、
「
異
国
本
朝
ノ
物
語
」
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
『
太
平
記
』
は
、
異
国
本

朝
の
諸
物
語
を
記
し
て
、
そ
の
善
悪
・
是
非
に
っ
き
、
批
評
し
判
定
し
た
書
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
げ
で
あ
る
。
「
評
判
シ
」
に
は
、
さ
ら
に
、
さ
ま

ざ
ま
に
取
沙
汰
す
る
と
い
う
よ
う
た
意
も
こ
め
ら
れ
て
い
よ
う
か
。
か
っ
て



『
太
平
記
』
の
批
評
的
性
格
に
注
目
し
、
『
太
平
記
』
は
、
南
北
朝
と
い
う
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

に
つ
い
て
の
評
判
書
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
『
太
平
記
評
判
秘
伝

理
尽
鐵
』
は
、
ま
さ
し
く
『
太
平
記
』
の
工
、
う
し
た
性
格
を
端
的
に
い
い
あ
て

て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
中
世
末
～
近
世
初
に
あ
ら
わ
れ
た
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
『
太
平
記
鉄
』
『
太
平

記
評
判
秘
伝
理
尽
鐵
』
の
三
書
が
、
『
太
平
記
』
の
書
名
や
「
序
」
の
部
分
に
－

解
釈
を
加
え
る
形
で
、
『
太
平
記
』
の
本
質
や
性
格
に
。
つ
い
て
の
見
解
を
提
示

し
て
い
る
こ
と
は
、
右
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
三
書
は
、

そ
う
し
た
面
で
の
『
太
平
記
』
研
究
に
端
緒
を
開
い
た
も
の
と
し
て
も
高
く
評

価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
『
大
平
記
紗
』
と
並
べ
て
、
『
太

平
記
』
の
書
名
や
「
序
」
に
関
す
る
『
理
尽
抄
』
の
所
説
に
ふ
れ
て
き
た
の
は
、

同
書
が
上
掲
の
両
注
釈
書
の
成
立
し
た
中
世
末
期
～
近
世
初
頭
の
頃
か
ら
世
に

流
布
し
は
じ
め
た
と
す
る
判
断
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
『
理
尽
鐵
』

の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
室
町
中
期
頃
か
ら
江
戸
初
期
頃
ま
で
の
諸
説
が
あ

っ
て
、
未
だ
定
説
を
得
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
太
平
記
』
の
成
立
や
作

者
た
ど
に
関
す
る
『
理
尽
抄
』
の
所
説
に
検
討
を
加
え
、
こ
の
書
の
『
太
平

記
』
研
究
史
上
の
位
置
を
見
定
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
抄
』
の
こ
と
た
ど

お
お
よ
そ
の
見
当
は
っ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
た
い
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
『
理
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

鐵
』
の
内
容
．
特
質
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
折
に
も
、
同
書
の
成
立
・
作

者
．
伝
来
な
ど
に
っ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

こ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
卑
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
。
、
こ
の
書
の
書
誌
的
た
事
項
に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
と

　
　
　
　
ゆ

す
る
。
旧
稿
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
、
内
閣
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
・

天
理
図
書
館
．
大
阪
府
立
図
書
館
・
島
原
松
平
文
庫
た
ど
、
各
所
に
写
本
が
伝

わ
っ
て
お
り
、
版
本
と
し
て
は
、
正
保
二
年
版
（
ニ
ハ
四
五
）
・
寛
文
十
年
版

（
ニ
ハ
七
〇
）
．
無
刊
記
版
の
三
種
が
あ
る
。
写
本
の
う
ち
、
内
閣
文
庫
蔵
本
・

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
十
一
冊
本
に
は
、
明
暦
二
年
（
ニ
ハ
五
六
）
四
月
と
い
う
書

写
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
古
い
書
写
と
思
わ
れ
る
も
の
も
い
く

っ
か
存
在
す
る
。
今
井
源
衛
氏
ら
に
よ
る
「
秋
月
郷
土
館
「
黒
田
文
庫
」
報

＠

告
」
に
、
黒
田
文
庫
所
蔵
の
『
理
尽
鐵
』
写
本
に
つ
い
て
、
「
序
、
藪
、
奥
書

き
等
の
類
一
切
備
わ
ら
ぬ
が
、
各
半
丁
十
行
、
漢
字
ヵ
ナ
交
り
の
書
体
は
明
ら

か
に
近
世
極
初
期
の
筆
勢
を
伝
え
て
お
り
（
後
略
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
黒
田
文
庫
本
や
、
尊
経
閣
文
庫
の
三
種
の
写
本
た
ど
は
、
近
世
も
ご

く
初
期
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

　
と
こ
ろ
で
本
書
の
巻
四
十
巻
末
に
は
二
っ
の
奥
書
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
一

つ
は
「
今
川
駿
河
守
入
道
心
性
」
が
、
「
名
和
肥
後
刑
部
左
衛
門
」
に
対
し
て
、

こ
の
『
理
尽
妙
』
を
三
か
年
に
わ
た
っ
て
伝
授
さ
れ
、
全
巻
筆
写
を
許
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
抄
』
の
こ
と
な
ど

こ
と
を
感
謝
し
て
「
謹
上
」
し
た
「
文
明
二
年
八
月
下
旬
六
目
」
付
の
書
状
風

奥
書
で
あ
り
、
も
う
一
っ
は
、
「
大
運
院
大
僧
都
法
師
」
が
、
二
十
年
前
、
名

和
長
俊
（
年
）
の
遠
孫
「
名
和
正
三
」
か
ら
、
本
書
を
「
受
読
」
し
、
そ
れ
を

唐
津
城
主
寺
沢
広
高
に
三
か
年
を
要
し
て
伝
授
し
た
こ
と
を
述
べ
た
「
元
和
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

八
年
暦
仲
夏
上
灘
三
箕
」
付
の
奥
書
で
あ
る
。

　
前
書
の
奥
書
に
従
え
ば
、
本
書
は
、
応
仁
の
乱
の
最
中
で
あ
る
文
明
二
年

（
一
四
七
〇
）
八
月
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
た
る
が
、
こ
の
奥
書
に
登
場

す
る
今
川
・
名
和
両
人
の
実
在
や
、
そ
の
間
に
あ
っ
た
と
い
う
伝
授
・
書
写
許

可
の
事
実
た
ど
を
証
す
る
も
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
っ
か
っ
て
い
た
い
。
『
理

尽
鐵
』
の
本
文
中
に
は
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
ま
で
の
記
事
が
存
在
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
い
う
島
田
貞
一
氏
の
指
摘
た
ど
も
あ
り
、
こ
の
奥
書
の
内
容
は
、
秘
伝
書
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

あ
り
が
ち
な
仮
託
、
或
い
は
「
偽
飾
」
と
解
す
る
研
究
者
が
多
い
。

　
後
者
の
奥
書
に
登
場
す
る
「
大
運
院
大
僧
都
法
師
」
た
る
人
物
は
、
近
世
初

頭
頃
に
実
在
し
、
大
運
院
陽
翁
、
或
い
は
法
華
法
印
た
ど
と
称
し
て
、
各
地
で

本
書
の
宣
布
や
、
講
釈
活
動
た
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
ら
し
い
こ
と
が
傍

　
　
　
　
＠

証
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
の
成
立
も
、
こ
こ
に
見
え
る
元
和
八
年
（
ニ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

二
二
）
前
後
あ
た
り
と
み
た
す
見
解
が
、
こ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
れ
に
対
し
て
、
古
く
は
和
歌
森
太
郎
氏
が
、
室
町
後
期
成
立
説
を
提
唱
さ

れ
て
い
た
が
、
最
近
も
長
谷
川
端
氏
が
室
町
期
成
立
説
を
発
表
さ
れ
た
。
長
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

川
氏
の
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
た
永
青
文
庫
蔵
『
太
平
記
抄
抜
書
』
は
『
理
尽
抄
』

の
抜
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
氏
は
、
「
室
町
後
期
の
書
写
と
い
っ
て
も

差
支
え
な
い
本
書
の
出
現
に
よ
っ
て
、
『
理
尽
鐵
』
の
成
立
を
「
文
明
二
月
八

月
下
旬
六
目
」
と
す
る
こ
と
は
と
て
も
出
来
な
い
に
し
て
も
、
現
在
一
般
に
考

え
ら
れ
て
い
る
江
戸
初
期
を
逢
か
に
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
＠

と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
『
理
尽
砂
』
の
拠
っ
た
『
太
平
記
』
が
、

巻
二
十
ま
で
は
、
流
布
本
で
は
な
く
、
そ
の
一
っ
前
の
梵
舜
本
に
近
い
伝
本
で

あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
上
で
、
「
案
外
、
文
明
に
近
い
時
代
に
作
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
傾
聴
す
べ
き
所
説
で
あ
る
が
、
氏
の
説
が
定
説
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
な
お

い
く
っ
か
の
手
順
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
っ
は
、
『
理
尽
妙
』

の
本
文
を
精
査
し
て
、
成
立
に
か
か
わ
る
内
部
徴
証
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
書
の
本
文
が
膨
大
た
量
に
の
ぽ
る
だ
げ
に
、
前
記
島
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た

よ
う
た
徴
証
が
、
た
お
見
つ
か
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
よ
う
。
成
立
の
問
題

で
は
な
い
が
、
作
老
説
に
っ
い
て
い
え
凄
、
冒
頭
の
「
名
義
井
来
由
」
で
は
、

『
太
平
記
』
巻
二
十
の
作
者
に
ふ
れ
て
い
た
い
が
、
本
文
中
に
、
「
此
巻
ハ
玄
恵

等
カ
書
ヶ
レ
バ
」
（
巻
二
十
「
義
貞
首
懸
獄
門
事
付
勾
当
内
侍
事
」
）
と
あ
っ
て
、

作
者
説
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
た
例
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
っ
は
、
『
理
尽
鐵
』
の
写
本
や
、
同
書
に
関
す
る
記
録
な
ど
で
、
確

実
に
江
戸
期
以
前
と
見
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
探
究
し
て
み
る



こ
と
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
は
、
前
記
長
谷
川
氏
の

紹
介
さ
れ
た
『
太
平
記
抄
抜
書
』
以
外
に
は
見
っ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

か
ら
、
室
町
期
に
成
っ
た
と
し
て
も
、
「
秘
伝
」
の
書
と
し
て
、
文
字
通
り
秘

蔵
し
て
伝
え
ら
れ
、
江
戸
期
の
初
頭
に
至
っ
て
、
大
運
院
陽
翁
ら
の
手
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
世
に
広
め
ら
れ
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
よ
う
に
な
っ
た
と
み

る
の
が
、
あ
ま
り
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
評
判
」
と
い
う
様
式
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
近
世
期
の
も
の
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
し
、
近
世
に
根
強
く
存
在
し
た
、
『
理
尽
妙
』
は
、
名
和
昌
三
が
伝

え
た
こ
と
を
も
と
に
、
法
華
法
印
（
大
運
院
陽
翁
）
が
著
作
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
所
伝
（
『
本
朝
世
事
談
絡
』
『
卯
花
園
漫
録
』
な
ど
）
も
、
実
質
的
に
こ

の
書
を
世
に
出
し
た
人
物
と
い
う
点
で
は
、
当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ず

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
『
理
尽
鐵
』
は
、
　
一
応
、
中

世
と
近
世
の
交
前
後
に
世
に
あ
ら
わ
れ
、
実
際
上
の
影
響
力
を
持
ち
は
じ
め
た

も
の
と
見
て
、
『
太
平
記
』
研
究
史
の
上
に
も
位
置
づ
げ
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

四

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
理
尽
妙
』
の
、
は
じ
め
の
奥
書
に
出
て
く
る
「
今
川
譲

河
守
入
道
心
性
」
「
名
和
肥
後
刑
部
左
衛
門
」
と
い
う
人
物
や
、
「
文
明
二
年
八

月
下
旬
六
目
」
と
い
う
目
付
は
、
仮
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と

　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
鋤
』
の
こ
と
な
ど

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
人
物
や
時
期
に
た
ぜ
仮
託
さ
れ
た
の
か

と
い
う
点
に
っ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り
追
求
さ
れ
た
こ
と
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
っ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
今
川
・

名
和
両
氏
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
の
は
、
両
家
が
干
太
平
記
』
と
因
縁
浅
か
ら

ぬ
一
族
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
名
和
長
年
が
、
楠
木
正
成
語
録
の
引

き
出
し
役
と
し
て
、
『
理
尽
紗
』
に
頻
繁
に
登
場
す
る
重
要
人
物
の
一
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
こ
と
な
ど
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
、
す
で
に
旧
稿

に
お
い
て
述
べ
た
が
、
こ
の
問
題
に
っ
い
て
、
二
、
三
補
説
し
て
お
き
た
い
と

思
う
。

　
ま
ず
『
理
尽
妙
』
奥
書
の
「
今
川
駿
河
守
入
道
心
性
」
と
い
う
未
詳
の
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
が
、
彼
に
つ
い
て
は
、
了
俊
ら
の
父
で
、
駿
河
守
で
あ
っ
た
今
川
範
国

　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

が
、
入
道
し
て
法
号
を
心
省
と
い
っ
た
こ
と
が
思
い
あ
わ
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
心
省
（
範
国
）
は
、
至
徳
元
年
（
二
二
八
四
）
に
没
し
て
お
り
、
文
明
二

年
頃
の
今
川
駿
河
守
は
、
範
国
か
ら
五
代
後
胤
の
義
忠
（
法
号
宗
公
）
に
当
た

っ
て
い
て
、
心
省
１
１
心
性
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
心
省

－
心
性
は
、
シ
ソ
シ
ョ
ゥ
な
い
し
シ
ソ
セ
イ
と
同
音
で
あ
り
、
心
省
は
、
足
利

一
族
の
有
力
大
名
と
し
て
の
今
川
氏
の
基
礎
を
固
め
た
人
物
で
あ
り
、
了
俊
の

『
難
太
平
記
』
に
も
し
ぱ
し
ぱ
登
場
し
て
い
る
ぱ
か
り
で
た
く
、
丘
ハ
法
や
武
家

故
実
に
精
通
し
、
射
芸
に
達
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の
点
を
思
い
あ
わ
せ
る
と
、

こ
の
心
省
か
ら
の
連
想
に
よ
っ
て
、
兵
法
秘
伝
書
の
性
格
を
持
つ
『
理
尽
砂
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
抄
』
の
こ
と
な
ど

の
伝
授
者
・
書
写
者
と
し
て
、
今
川
駿
河
守
入
道
心
性
た
る
人
物
を
創
出
し
て

仮
託
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。

　
一
方
、
名
和
氏
の
方
は
、
『
理
尽
抄
』
の
二
つ
の
奥
書
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、

「
名
和
肥
後
刑
部
左
衛
門
」
１
「
名
和
昌
三
」
と
、
代
表
そ
の
家
に
同
書
を
秘
蔵

し
て
伝
え
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
か
ら
、
『
理
尽
鐵
』
と
の
関
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

り
は
、
今
川
家
よ
り
も
は
る
か
に
深
い
こ
と
に
た
る
。
『
理
尽
鐵
』
を
見
る
と
、

名
和
長
年
は
、
正
成
語
録
の
引
き
出
し
役
と
し
て
登
場
回
数
の
多
さ
が
目
立
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ト

ぱ
か
り
で
次
く
、
「
長
俊
（
年
）
が
智
謀
最
ヨ
シ
」
（
巻
十
七
「
内
野
軍
事
」
）

と
賞
讃
さ
れ
た
り
、
彼
の
討
死
が
、
『
太
平
記
』
が
描
く
よ
う
た
、
女
童
部
の

批
評
を
気
に
し
た
た
め
で
は
な
く
、
天
下
の
大
勢
を
見
き
わ
め
た
上
で
、
正
成

の
後
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
と
弁
護
す
る
（
巻
十
七
「
長
年
討
死
事
」
）
と
い

う
よ
う
に
、
お
お
む
ね
好
意
的
に
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み

る
と
、
『
理
尽
抄
』
に
は
、
名
和
氏
の
家
伝
が
利
用
さ
れ
る
と
か
、
名
和
氏
の

関
係
者
が
作
老
圏
に
近
か
っ
た
と
か
い
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

　
　
　
ゆ

か
ろ
う
か
。
し
か
し
ま
た
一
方
で
、
『
理
尽
砂
』
に
は
、
例
え
ぽ
「
評
云
、
長

俊
只
愚
ナ
ル
ア
ラ
ェ
ピ
ス
ニ
ヤ
、
少
モ
事
ノ
意
ヲ
不
弁
男
子
ナ
ル
ベ
ツ
ト
ナ

リ
」
（
巻
十
四
「
官
軍
手
分
ノ
事
」
）
「
評
云
、
有
レ
勇
非
レ
勇
、
数
万
騎
ノ
敵
ノ

中
ヲ
打
破
テ
ハ
参
内
仕
問
敷
ソ
、
無
■
謀
無
レ
忠
無
■
義
」
（
巻
十
四
「
長
年
帰
洛

事
」
）
と
い
う
よ
う
に
、
長
年
に
き
び
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
名
和
氏
以
外
の
第
三
者
的
立
場
の
人
（
例
え
ぽ
大
運
院
陽
翁
の
ご
と
き
人

一
八

物
）
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　
『
理
尽
鐵
』
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
「
名
和
肥
後
刑
部
左
衛
門
」
も
わ
か
ら

な
い
人
物
で
あ
る
が
、
伯
者
の
土
豪
名
和
長
年
の
嫡
男
義
高
が
建
武
年
間
に
肥

後
国
八
代
庄
の
地
頭
職
を
拝
領
し
、
そ
の
子
顕
興
以
後
、
名
和
氏
は
肥
後
に
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

着
し
て
い
る
か
ら
、
彼
が
肥
後
刑
部
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
、
う
な
ず

げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
足
利
氏
の
一
族
で
、
北
朝
方
の
重
鎮
で
あ
っ
た
今
川
氏
と
、
南

朝
方
の
忠
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
名
和
氏
と
は
、
本
来
、
対
立
的
関
係
に
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
が
、
例
え
ぱ
、
『
系
図
纂
要
』
清
和
源
氏
十
二
、
今
川
氏
の
項
に
、

今
川
貞
世
（
了
俊
）
の
子
貞
継
が
名
和
氏
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
今
川
了
俊
が
建
徳
元
年
（
二
二
七
〇
）
か
ら
二
十
五
年
間
に
わ
た
っ

て
九
州
探
題
に
任
じ
、
ほ
ぼ
全
九
州
を
統
括
し
て
い
る
問
に
、
肥
後
に
土
着
し

て
い
た
名
和
氏
と
の
間
に
も
、
何
ら
か
の
融
和
的
関
係
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
ま
し
て
時
代
が
下
り
、
戦
国
期
前
後
と
も
な
れ
ほ
、
こ
の
両
家
の
者
同

士
の
間
に
、
秘
伝
書
の
伝
授
・
書
写
許
可
た
ど
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

格
別
異
と
す
る
に
足
り
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
次
に
奥
書
の
「
文
明
二
年
八
月
下
旬
六
目
」
と
い
う
年
次
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
っ
い
て
も
、
従
来
、
仮
託
さ
れ
た
年
代
で
あ
ろ
う
と
は
い
わ
れ
て
も
、
な
ぜ

そ
の
目
付
に
仮
託
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。



　
こ
の
文
明
二
年
八
月
二
十
六
目
と
い
う
目
付
が
設
定
さ
れ
た
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
直
接
的
な
資
料
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
目
か
ら
ち
ょ
う
ど
一

年
後
の
文
明
三
年
八
月
二
十
六
目
が
、
南
朝
１
－
大
覚
寺
統
の
皇
胤
小
倉
宮
の
王

子
（
後
亀
山
天
皇
の
孫
と
い
わ
れ
る
）
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
一
方
の
側
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

あ
る
西
軍
に
迎
立
さ
れ
て
上
洛
し
た
目
に
当
る
の
は
、
全
く
の
偶
然
で
あ
ろ
う

か
。

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
は
、
応
仁
・
文
明
の
大
乱
が
京
都
か
ら
地
方
に
ー
拡

大
し
は
じ
め
た
時
期
に
、
あ
た
る
が
、
『
大
乗
院
寺
杜
雑
事
記
』
に
よ
る
と
、
こ

の
年
の
三
月
八
目
に
１
は
、
紀
州
に
１
お
い
て
、
南
朝
の
遺
臣
が
小
倉
宮
の
王
子
を

奉
じ
て
挙
丘
ハ
し
、
五
月
十
一
日
に
は
、
西
軍
の
諾
将
が
、
こ
の
王
子
の
擁
立
を

決
め
て
い
る
。
こ
れ
は
東
軍
が
天
皇
・
上
皇
を
擁
し
て
い
る
の
に
対
抗
し
て
名

分
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
小
倉
宮
の
王
子
は
、
「
明
応
」
の
年
号
を
定
め

た
り
、
「
南
帝
」
と
号
し
た
り
し
て
い
た
か
ら
、
　
一
時
的
に
し
ろ
、
南
北
朝
内

乱
の
再
現
を
思
わ
せ
る
状
況
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
宮
が
西
軍
に
迎

え
ら
れ
て
上
洛
し
、
北
野
松
梅
院
に
入
っ
た
の
が
、
前
記
の
よ
う
に
、
翌
年
の

八
月
二
十
六
目
と
い
う
日
付
と
た
る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
を
最
後

と
し
て
、
小
倉
宮
の
王
子
の
消
息
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
後
南
朝
も
、
歴
史
の

表
面
か
ら
姿
を
没
し
て
し
ま
う
。

　
『
理
尽
鎖
』
が
、
南
朝
の
忠
臣
楠
木
正
成
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
＠

は
、
旧
稿
に
。
お
い
て
も
検
証
し
た
し
、
『
太
平
記
』
の
成
立
に
。
関
し
て
も
、
『
理

　
　
　
　
　
『
太
平
記
理
尽
欽
』
の
こ
と
な
ど

尽
紗
』
は
、
後
醍
醐
天
皇
や
南
朝
方
の
作
者
（
児
島
高
徳
な
ど
）
が
深
く
関
与

し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
理
尽
鐵
』
の
伝
授
な
ど
に
関
し
て
、

仮
託
す
る
年
次
と
し
て
、
後
南
朝
の
王
子
が
歴
史
の
桧
舞
台
に
登
場
す
る
最
後

の
日
付
が
撰
ぱ
れ
た
可
能
性
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
文

明
三
年
を
同
二
年
と
錯
誤
し
た
り
、
誤
記
し
た
り
す
る
の
は
、
ま
ま
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、
小
稿
で
は
、
中
世
末
－
近
世
初
に
出
現
し
た
『
太
平
記
』
の
注
釈

書
・
評
判
書
（
『
賢
愚
抄
』
『
抄
』
『
理
尽
鐵
』
）
が
、
『
太
平
記
』
の
本
質
や
性

格
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
共
通
姿
勢
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
、
次
い
で
『
太
平

記
理
尽
妙
』
の
成
立
・
作
者
・
伝
来
と
い
っ
た
基
礎
的
事
項
に
。
つ
い
て
雑
記
し

た
が
、
『
理
尽
抄
』
の
「
名
義
井
来
由
」
な
ど
を
検
討
し
、
同
書
を
『
太
平
記
』

研
究
史
の
上
に
位
置
づ
げ
る
こ
と
は
、
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
と
思
う
。

　
注

　
ｃ
　
拙
稿
弓
太
平
記
鉄
』
に
つ
い
て
１
『
太
平
記
』
研
究
史
の
一
音
こ
（
一
同
志
杜
国

　
　
文
学
」
２
９
、
昭
６
２
・
３
）
を
指
し
、
小
稿
は
、
そ
の
後
を
承
け
た
『
太
平
記
』
研
究

　
　
史
近
世
篇
の
第
二
章
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
（
昭
６
０
・
５
）

　
　
第
；
阜
第
三
節
ユ
、
の
二
に
お
い
て
紹
介
・
検
討
を
行
っ
た
。

　
ゆ
荻
野
由
之
氏
『
太
平
記
』
上
巻
（
校
註
国
文
叢
書
第
三
、
大
１
・
１
２
）
序
。

　
　
　
坂
井
衡
平
氏
『
新
撰
国
文
学
通
史
』
中
巻
（
大
１
５
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



『
太
平
記
理
尽
抄
』
の
こ
と
な
ど

＠
　
後
藤
丹
治
氏
「
日
本
文
学
書
目
解
説
因
室
町
時
代
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
』
昭

　
７
・
３
）
。

＠
『
理
尽
抄
』
の
本
文
引
用
等
は
正
保
二
年
版
本
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
拠
る
。

¢
　
菅
政
友
氏
「
太
平
記
ノ
謬
妄
遺
漏
多
キ
事
ヲ
弁
ズ
」
（
「
史
学
雑
誌
」
明
２
３
・
３
～

　
４
、
の
ち
『
菅
政
友
全
集
』
明
４
０
・
ｎ
に
収
載
）
。

ゆ
拙
稿
「
軍
記
の
展
開
－
『
太
平
記
』
と
後
期
軍
記
１
」
（
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
「
日

　
本
文
学
新
史
」
所
収
、
昭
６
０
・
１
２
）
。

＠
＠
拙
稿
「
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
本
文
学
」
昭
５
７
・

　
１
、
の
ち
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
昭
６
０
・
５
に
収
載
）
。

＠
今
井
源
衛
氏
ほ
か
「
秋
月
郷
土
館
「
黒
田
文
庫
」
報
告
」
（
「
語
文
研
究
」
４
２
号
、

　
昭
５
１
・
１
２
）
。

＠
　
二
つ
の
奥
書
の
う
ち
、
文
明
二
年
の
も
の
は
、
す
べ
て
の
諸
本
に
存
在
す
る
が
、

　
元
和
八
年
の
も
の
は
諸
本
に
よ
っ
て
有
無
や
異
同
が
み
ら
れ
る
。

＠
島
田
貞
一
氏
「
日
太
兵
法
学
の
諸
流
－
楠
流
兵
法
」
（
目
本
兵
法
全
集
６
『
諸
流

　
兵
法
』
上
所
収
、
昭
４
２
・
１
２
）
。

＠
　
中
村
幸
彦
氏
「
太
平
記
理
尽
抄
資
料
解
題
」
（
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
８
『
寄

　
席
・
見
世
物
』
所
収
、
昭
５
１
・
８
）
。

＠
　
大
山
修
平
氏
「
「
太
平
記
読
み
」
に
関
す
る
一
考
察
－
加
賀
藩
に
お
げ
る
そ
の
実

　
態
１
」
（
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
６
号
、
昭
５
３
・
３
）
な
ど
参
照
。

＠
　
日
本
古
典
文
学
大
系
３
４
『
太
平
記
』
一
（
昭
３
５
・
１
）
の
解
説
な
ど
。

＠
　
和
歌
森
太
郎
氏
「
小
島
法
師
に
つ
い
て
」
（
「
歴
史
と
国
文
学
」
昭
１
４
・
４
、
の
ち

　
『
修
験
道
史
研
究
』
昭
１
８
・
１
に
収
載
）
。

＠
　
長
谷
川
端
氏
「
永
青
文
庫
蔵
『
太
平
記
抄
抜
書
』
解
題
」
（
「
中
京
大
学
文
学
部
紀

　
要
」
２
１
の
２
、
昭
６
１
・
１
２
）
。

ゆ
　
長
谷
川
端
氏
「
『
太
平
記
』
と
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
」
（
国
文
学
研
究
資

二
〇

　
料
館
講
演
集
８
『
軍
記
物
語
の
展
開
』
所
収
、
昭
６
２
・
３
）
。

ゆ
　
注
ゆ
＠
の
拙
稿
。

ゆ
　
浅
草
見
付
で
、
は
じ
め
て
『
理
尽
抄
』
の
町
講
釈
を
行
い
、
近
世
に
お
げ
る
「
太

　
平
記
読
み
」
の
初
め
と
も
い
わ
れ
る
名
和
清
左
衛
門
（
の
ち
本
姓
を
は
ぱ
か
っ
て
赤

　
松
と
改
姓
）
が
、
や
は
り
名
和
長
年
の
末
蕎
と
称
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
『
元
享
世

　
説
』
１
「
古
事
類
苑
」
所
引
）
の
も
、
『
理
尽
抄
』
と
名
和
氏
と
の
関
わ
り
の
根
強
さ

　
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ゆ
　
中
村
幸
彦
氏
蔵
『
太
平
記
理
尽
抄
由
来
』
（
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
８
『
寄
席
・

　
見
世
物
』
所
収
）
に
は
、
「
名
和
伯
者
守
長
俊
者
、
楠
正
成
カ
軍
法
ノ
弟
子
ニ
テ
、

　
正
成
討
死
前
二
、
不
残
太
平
記
ヲ
以
テ
、
其
軍
ノ
其
場
其
事
二
付
テ
、
悉
ク
伝
授

　
ス
。
是
ヲ
理
尽
抄
ト
号
シ
テ
、
名
和
家
二
伝
フ
。
」
と
あ
る
。

＠
　
同
志
杜
大
学
大
学
院
日
本
文
学
特
講
及
び
演
習
１
（
昭
和
６
２
年
度
）
に
お
げ
る
院

　
生
杉
本
靖
子
さ
ん
の
報
告
に
よ
る
。

＠
　
注
＠
＠
の
拙
稿
。
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